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 瀬魚三1♪I'一本釣漁業試験
 超基旨・・一一一番洋漁業に伝存してし〕る管四∫ハj、型船はトビ魚漁業に着する依径びヨF常に弦

 く稚魚漁業終了創よ見るべき煮葉がなく合理的な年国藻挙が行はllしていない

 ので'血麹の韻南・二本釣漠業£なし皿海か遮祥への'気選を高のるぺく掬専に当

 り須湯の発毛と1南法の研充に労ぬた,
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経賜

第一)父航海

 氷五屯鍋料冶濠しrか/4箱浅烹三1主!舳1また6撫買込后天使恵るく8目冒に虹濫・

 複手島東海津僻固沖含水深え00mの黄銅漁場を調査了、=豪妾,那海、屋釧撮.一神パ1発I圭

 した、低気圧の北」二にJ二っこ操薫園薙の目がラ<、/30次"らノダρ仇g在戻のと
 ころむ“医せ事で・憲坊の中はそう広くはQし)・。

 天候馬るく二段潮の側俣モあフて思ふ校に調奪1舳糾むリた,
 漁狂ヌ4メ4o毎

 第二沢牝海(第一次=…ぼ)

 米4他、!〕わし40塞

 佐汐叔三方曽摺にて撮従・水温λ/。5月初旬から撮草綱雄二{モ、二のプ・・蛎。→・尺生
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 路の授蒙珍く最彊期と恩甘る

 /川舳二帥の鰍.で1二ごよこぼ6ノノ㍗漁肌
 第三次航海(勇二xこ三寸)

 石幸一κ5屯、;全;栗し1Hつし40箱

 三方堰漁場に同1∫・一誠眈糾り漁舳東に畜つこいた魚体毛だ1J・の刺二μ葎置山窺が
 翌入漁期誕1jに血しiど推察す。

 満4寸き思る〈J1蒲晃リの三ば停が曽」二じ灰叡悪るし1のZ・浬群発見に努のノ6白夜濃厚な

 魚群をギこ・ソ牛し釣硬に努め本肢泡オ5ク貫9〃匁の粛榎茎鵜く・

第田衣紋海

 癖一束4牡、)隻恵し、刊つし4o類

 6胃1=はλ、るミニ三方『宇根毛曽善浸の豪跳にて蓼」業終了真邊と思は.;て!iこ/しと:・乃㍉J,妻奄の2、にZ

 舳は禅宗的で舳が惹るむ'つち。水1豆も丘事が淑く.㍑5度を紬していた・
 観料にlJコIマサベを便糺呑阪・薮の葱獲眠罰は/!z賀4oo匁

菊五衣肌海

 砕氷5払唐浸リぴz6貫、=は“2o貢漁、榎物ノ69メ♂〃劣

 黒揚メ・¢耐エ匝調査沙流一。v!石にて豆く覇付悪し

 巾高望桐油汐斑∫!ξにて7ロマ〉ノ貰電夏の七のΨiは1,1ごε繊寺

 宝島附虹沙流匠!sで'概付目婚ヴロマ〉父ノノ尼釣覆

 〃!匹1ク液のとき営餌付三悪るくε/∫流でIは鰯付蔓婚

 七島王互モ条は恵気圧!の発生の項'瓢iこよ一って斉封弟しは遺しく変イ巴才る本猿二塑老台風ノノ書、

 ノ3書の発生のため汐洗はと・の蒲揚も」玄かっと。

 茅・六次耽'葱

 厨米五屯一三ば'μ一重、11かz8貢漁復魚〃㍑ノ〃.
 漢均辛司費附'土匝刀流ノ〆三にて蒲亙し口z一島附蛆にてくろまつノノ.尾鉤{愛育

 匿ぺ貞三島、J.虫とi'・v流に(鶴イ寸籠葦しほた、日だ'いψ掌あリ{

 橿曽扱一"花のう夕亜く6フθ姐程度の7ロコ・ソ目だ'しリニは少量フK揚す

 ・宝島附紅水深夕a竺ψ〆で・〃沸一3o沸のクロマ“ノ/θo尾はた目だU莫ψ杷少萱

 乏涼褒す、5〃尋附血は臼だU、くち.ζぐたの優村あリ、z6刀尋

 一300尋.ひはボクの菰硬があった、本醐。謝の漁榎78メノ/0毎

萄七次孤葱

 群太5屯浅;菜いか40メこは“λ4ノメ千カノ5メ

 漁坦早期附蛆一・一一一・水深/Z4肌一ノ40仇にて石8εび)澗洗で'ホタの措漢があった白

 4メぜ陥血天候悪るく一様蒙園遜にて頚筏aし

 タ七萱純血`口永貢都高〕誌、J而創/一2逮嫡皿1二で操蒙目E二;3/尾いqこ・その

 他1レ量あ1」.

 平線莉場目純抹3〃匁一4〃留のホ9ぴ汐く瀬が苑くε8の潮流のとき水素/〃犯一一
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 一/4〃拠が縁責び禁乙く・壬の瑚のと三は観付玖衣漂の隻1ω.悪く本籔湾の影積えグ'='

 /oo匁

 易・八双脱…海

 石芋{く5一里三ぱ'I28メ4か32メ

 …菱揚平'澗岡f血…一〃OVの胃、液3貧〈樹'弍竜るくノ50匁の目だ.レ着

 中∠島責胃一思一渡強く鰯付悪るくηロマ〉一エノ■1ノ蓬漁役

 メセ・曲汕、・!Qの潮波早々く餌付悪る～〃εに彊じて。・ら、ラロ2》、ホジ等

 の薫か(λ3'650男あつた

 勺)ゴ'首榎ノρo匁握反の小三i、ホgぴ少置釣Illたのみにし〔メゼ・に移る毛。

 〃wの風波彊く鰯付冠るし

 三賊訪瀦象洋風波5盆(漢なし

 両度北洋南側の氷漂ク。尋～ノ。・尋にてまつどい'7尾、自肌・等1ソ書を

 漢獲、北側でz5θ専^3ρ0尋のと二ろでち公三6色を幸復オ。

 本脱塑は,絡鳩略化のため赴,ξ礁に調萱は出票亭籔訪湖島北伽コ水啄は貿し1が虹引の漢揚

 かIあるものと思はる

 第ナL次裏た:恐

 。{・享卦(5毛こ一工.Z0貫いかZ9女

 }蝪J1臥蛇島附皿嵐披強く馴寸思るく4ナゴソ尾ホタ4昆あったのみ

 中曽橿水深/〃nにノ5〃。を嶺査〃Zの流肌で.ほた・観付良婚で・あつ左が

 ・Vψ1=aつてη・ら恐るくなった1

 宜島刊ハ〃W3ノ'κ水深2タ0尋一λ8o尋ぐ3ρσ匁種皮の虹引5尾を預漫

 .jい宝島イナ才、ボク、ぞン々》ψ曼釣籔育

 激訪損島北側水瓶λ86尋一Z80尋潮流ε〃石1二U貫一∠貫の蝸1ノ・邑

 を鉤寝総裁災5ク≠3oθ勢

 第十次航海(二ば')

 氷ノ、5-丁丈禰〕巾しλoメ勺シマえ丈

 漢錫一決河うク九M水深μ一ノ。".で6o勾'.ク。菊の1ハ類1艘の熱綴あり

 水温農面でソ80.8、.5a例でノエ4o

 曹Z斑沖ψ尋一6等の水蒸で'ljl=ば'ぴ鉤帆氷課一Z0導て吹鰯の漢む“あフた

 一こぼ放流ノ5!.屯、総漠蛋・μメノ6o毎

革十一沢孔笥

 氷4也矢羽。わし.パ箱逓た机ノ。箔

 衣敵湛島西エ及打ヒ共同にて頂村有年の跳が更習色糸ねて行ひ同蜘こ三ぱ'枚謙.星迎す。

 総菜榎高}ク6メ3oo招(オ旨将帥λ83メメ。o姻)'迂毛窒生(ノ92メ7oo習)

 漬湯屋久島'沖潮流E∫εノ5〃一2ρμ参にお■てJ1嶺の漁があフて殺に書二

 した5}て''寸前J釜包茎。行1∫、

→7;.



 水温0花・でIノ/o6仇川ノ。.6o

 屋久島一決沖漠場は不湧鮭二♂)と二ろノ月にlJ〕つ〔小弓一1鋪の洲け(地元船は壇便虫

 …憂し、天秤釣にて表におし、て1]1弱を釣侵し婁{李60匁'ク0匁の二ぱ'のフ(三寒カギ免ら帆地

 元漫業者はノ7年振nの大乗と竜しζいた

 とぴ嘆資源劉査

 嬬ξ都における乙び)乏は熊も水産全生一産高力約4ヲ物を占めで'〔が彩和z5算の

 え∠3,5/ク貫と減産と・なっているので'昨年菜ヱが調査星書している

 !略拘zヲ体度承摂別薄瓢網許可統叡操業統叡

馬毛西屋久馬

      廼根名可許可統数r需統教漢懐石統理      '`.湖エ系ノzノ3一渓許可≒汁讐孜
      住苔±ノ1菖エ蘭・ユ      東海.志戸子、・3
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 と口'うjら一…実ラ己しっいて
 ◎星久島仁おける徒象湊況

 違久島におけると公りおは例年ノ＼十ノ＼夜前依1二はオて・に番洋逝くに洞魑し永田沖台より

 '采労金㍑・けて飛ぶのぴ彊んに足ら机、凝期炉虹ブIくヒ従い矢筈の定豆に八リ娼ぬる。

 5月仁入って阿毛な(永田遥涛にて切韻があって、府望の薄期1二入リ漢場は永田浩斧より

 海スー茶5艀に移動し、失釦・ら志戸子一邊洋に移動したとさ駆魚期となる。漁期が雌をに

 牡し1菖Z浦、描川。顧川・小:瀬田と移行して6月末をもって強期は終る、然、るに本年の漠

 喝は例年の.終了鯛の潴州、展腐〕l1'蒲に限宝これ、昨年の漁場であった永田君洋一決凋君

4

 胃、志戸吾浩削二於ては全く削独しヒ表ふ変異な頚・況(・あった。

 5日ξポ菖乞両州口画と摘州前屋福州藩でソZ2ρ0尾の初潅があり9目楯州にてノ〃0

 尾.ノ身目猫川i二て、{v〃。尼、ノ0目竃土浦i11口面及満州こ禰州の岡の二十跡にて56

 よタク0尾=と云ラ欠漢があフ石。鈍いて、2ノ目椛川一にτ56ク。9尾、23目瀞川■二て

 Z3/g53尾=、ノ4目潮州にて4/久650匿、脈宜の5月中の有漢目敏ノ3'日1=比べ=

 職州舳あつた榊年の!.5"ク4o蓬に苅し4/㌃6一㍑8尾・こ一4灯ウ・・尼
 励着とな・)ている。

 4ぷノ3目摘川にヱよ5〃。産の頚があるまで全く等を晃亡す・、すでに絶望視三礼てい

 左。4月Z4日3狩川にて/26,4θρ尾、.25日JI淑唄にて34ooo尾;、Zグ目栂州に

 てzaρ久尾を蚤後に本宰の屋久島におけるとひうおば絡薫となった。6月は萄漢目敏僅

 か4目で'、漫復モ酢年の/44・7ユ。6一尾I二貢寸L檀Oリ3.ooo尾でソノ!クZク5尾の

 我と低つい1る。λ塚宰のユ。λλ、ク/5恩の妻榎に滝し2ラ年離ノ4ノん、年68崖ぐ

 5S6.θラ'7忌の浅で'あフた。

 ⑬昌ξ島におけると`ポうお漢況

 馬看島1二あ・けると乙ポうおnよ狽。弓手ミ塾久島の初ヲ業に翁一⊥固田子黄11して初:貴がおつて三葉期に入n

 'ア肩羽電11二磐漢となフている凸初逼の4宜且]1其の年の漢湯瓦ひく吾妻不漢圭左二古事一ると云わ

 ポい葦。帥初浸が曲耕であった年ば両雄が漢揚となリー東海洋芒・あフびは棄海
 津が英の茸の漢陽と優る。たいびい初頚の伍典が其の年の主産一聴陽とζって訪海洋に裏蟷

 亨る兼群は、竸蒲岸に采堕寸る魚群よ。濃爵て'画海岸を漢楊と下る軍は也争漁があリ.求;語

 淳を乗務とする年。は不壊だと伝えられている

 2δ茸ば5月ノ6ヨ屋久画の棚漁に5日堕肌て策碧犀の竹の滑ξ・4/Z0、邑の初漁小一あ

 って業葱澤が漢揚と&った自λ9束は夕月5日∠夕界べ"ノ。'日率く優.久島ヒ同日.西岸の
 貞韻～〃σ〃忌の初淫があって函海岸び一漢陽となった、

 脊邊目籔はz8年と同し'〈8目で全島の漁暇は{月中天眼悪るく、操業毛刎約二以掲漁

 童堕し.ノ8年の372,362臣に対よ4ぺ7ρo尼τ・ノ6ネゴ38見の増とむつている

 降雨費号かフたため、表面永別こいろいるいj変化高く、'ア月に入っても莫耕の来場が'晃

 らオしたので'7月ノ目のヲ中嘆は重豆果団しエ・…書散ζ.・張裏琶幸亮けた、7目に八ってからの魚里芋ば

 こ電ξ格ε争構澤訂6毛のが多く、群濃度毛尋くなつ一ζ、17角5目4oρ医の漁獲を毛つ

一4囎''



 て終点Lた。ク月は5目録宗ぐノク463尾となって■る。ス矛年はケ月!Bからノ6冒

 まで`…牟唖で'書菱薫L.ノ64,045尾1ξ漢{蔓してL〕る凸Zラ勾=はメ月から媒京したがクSんとゴ沖

 曳では漢頂が㈹・っE.Z8年は沖貰を害めて有禎日数35目に比Lλ9年はλラ目で6

 目の測漢摂はノ36フ、39/匿1二比しス892,4ヲ3尾で・5λ4、フθえ艮の幅となつてU

 る、λ多年の旗揚は別紙回示のゆく4月ノ3日函海岸J1瀬に現ノ回漁獲1があったのみ一ピ始

 人が票海岸に限定二帆ていたぴλ9'軍国重海青では6月ノ5目葉山テ中でノ4850足、6

 月/8日高坊沖で/ユ78o艮の値か2回薫枳があったのみで・、始人と'総てが面湾岸で'漢

 三れた。

 ⑥魚群探知槻によるとびう乏勲群俊i二ついて

 魚群採知叔の記録叙に醍出荷6薫、群像によ一る線撞の判別は望要む踊玩事項で'ある。

 この研究の目飽で各朋呪椀図に於ては実際に才妄鯛し、捕獲した南と魚群像左比較挨討して

 研究ぴ舳ら肌て1〕るが・硯然たる蓄占紬うることは容舳こ“富五山、
 とびうを漁脅の淘溝状況及接岸状況.魚群の還薯邑いち洋ビ魚採撤に年々・ソ牛L臭の情

 報至当茉着に提供すること臥該妻京の発展に大きく影響するニビとむるので。当所にお

 いては〃茸頁に引範き㍑うお魚群徽影然たらし出)るべく''ノθ3亜魚詳探知鮒I試

 験鯛5把乏使嗣して研究乏簸けと。

 4月28日馬乞島国皿の海詳観測と漁場調査を実施専＼〈指導終「れめ北。で出湯し

 魚群探知揃は罵邑島〕二の岬よ口椎動L7、西海津よU象…癖き粟・山沖よび調査した。菖澗

 沖絢ん000床、水源50米1二魚群記録が窺,出三・れた由詑録の形状からじ㍑クエ、とび

 シ呈漢朗中担鎌砥に現出した形状と殆んb韻似しているので・、とσうを群ではないかと猛

 剤二肌ヒぴ階鞘剛=例年のならわしがらして、屋久・島の初=甑し約6～'ア目稜11し(肌負ある

 の1二、馬毛島においては泉だ表ど匡久島の初斌にも約一週四以仁早いので二とひうを群と

 酒jま…=寄るにし亡妻重I司と七った。

 タ目5目、λ8年よリ//目早く貧韻・疫青にて割6o.ooo尼の初熱が.あ・フた。魚採に

 記録してO';)'7日目トあるθとひう百の習性からして三岳茸に来溝はLていヒ七のの春ε産

 帥に至ら†沖合邑蟻:永し川たので'はないかと考えると4月∠乎邊の望.鋒はとひIう童魚群

 {豪で'はないかと撞濠=ミ前しる,

 ◎魚群操短扱によるとひうと南群像

 (z9耳松山,瓦涛合∫約ノ;至■二山けろ詳録〕
 ....』...._.一....L....一。.....二.........主....._...._」........_.一......

 …一'』'一…一……一…H'一一…一7盈貧^'一'…一一0山一…山

 (2テ年・4月え8日黄謂沖合!ρoo"1=おける望鎌)
 _‡、.....'..。..1'.....、i....L...十一■...一」.一_...__一一
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 海洋種見則(飛魚糞う原さ岡査一の部)
 ホ弼並滴を洗う黒1朝は本県薩南謁区最先蛸になっており.南砥諸島1こ於Uて二大分別三

 此てUる。日本海田じ1沁する視系と、北穴軍洋側に北]二する葡流とは.その性状ξ冥に

 する↓のと考えられる。者ラまで'毛むく海水の勤勢が頚京と電搭な園係にある率は属州の

 個1'で、本調区の水理状姓は本県;回満性求放乏華茨とする婁叢の歴浪を更胞苛るのておっ
 て懇瑚の分散硲岸は本邦の沿岸漢叢(とひうξ.三ば唱)に毛六三な影響色及すのζ・ある

 衷に4月2多目と5月3ノ日へ6月!日、2回にわた1い実施の観・則の結累鍛辱£地べ名

混測壌領

 .㈹魁測晒町罵晒“かそめ兄。/95910孔5-0げ

 の怪測朗圃託'回路和λラ年4局〃白

 菊二回路紅29年5月3ノ日～6月ノ目

銅査事項

 ω天候.区陶、演二刀、汲頂、ウ本リ.気…赴、水温、盟朗度(セvキー扱)水色{.ノ才

 'レル針)

 ω重水、測丑は北原式β雪中局採水呂により、45、ノ0,2860、'75.ノ〃、

 ノ50刎(以茨の場合は竜底よ1,)各層1二つUて吏Σ屯した。

 ⑥嘉一回続翻諸裏狂辱2ラ4z8
 ム員測貞(別図示,

 ̂j解島(西湖慨舳え・/:1

 、劣㌻＼…∵
 榊」舳!!
 酬下旬に藪べる6◎ノ
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 一一螂…一



 と2,3笈昌く&ってLlて.馬邑高下の岬からミ冨曽根6浬へλZoCの高組水馴工一句醒早

 い事が推定三…1、この高温水鰐のユはにより初1貫がある毛のと思淵二帆糺又嚥年の和漢

 ぴ5月ノノ日に厘肌た原因は萩多あるうが、水謁図係がその主因で'あると考えるならば、

 本算の水ミ騒がとひりをの圃水…亜22～230Cに]血く.初婁は平年並み或いは施争竿目に来一

 るのではζいかと坦定さ肌る。

 撞分化酢年、表面で34～34=5二6oであったのに草曳べ、末年は346.%て久Z%高満と

 なっている。こ肌ら水道、逸分呆1こ瞳'沈評カの増強による孔ので.あろうと推定する。
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 麹詳観I測表 ノg4.ノ8.
=

 ◎第二回硯捌健票2え5.3!.～6・/

 △観。測契(剥図示・〕

 Aノ穫吾島西エ豪{罵看島葉山3妾

 βノ馬看畠注書ラ前～{下ω岬ノ藁

 ○ラ下の岬～{高裁沖戸/5まsノ契
 ρ){高椴沖～屋久島挿川ノ衰

 互〕屋久島(J・認田、楓川、禰バ1.菖乞甫、.屯戸吾.一一淡足宜、

 台9妾以」ニノタ葵

 一㎎4一

 老議.永〃.各ヰ



調査鴛裏

 ・'肩ば水温二百期ど云舳しる小将1二本算は懸沈勢力の圃劉二よ11急激身」二詳.邑辿リ表

 面水玉垣τ・5月3/jヨえ4oC前臼と示ぬしS↓、2にあ全て名6=806を示めずに至っている.

 屋久島に於いでは5周下旬に既1=2、/8夕468〕冬毛'欠掲げし.揚演乏尿一わしてしjるが

 水1則λ3')zパで'あリー蟹1糞期カ)卸皐いの㈹むいかと推蔓こ一tる。鶉に罵看島

 と重久.亀着岸氷逓き叱陵す㎡じは、馬色島て・λψこ台、屋久島てソフ。台で菊累む更曹を

 示め⊥.ているが'、こ一しは壇.団栗の降繭の図係により滑分低肩とむってL〕ると思う.

弟二回淘祥観測
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水温. 撮分鉛直断面分布図
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 飛,萄、魚体調査
 ○鯉言

 当郡.奉産業'の韻毛主位を占缶る維魚漁葉に於τ血手不漁の至続と、諸費符の高麗或1ユ又

 総魚薫従事着σ)増加等μ各漁民の生活乏一段と裸麦1jσらし幻て!・る1こ汎が蛍地乏打馳〃

 為に1ユ資源削縦蜘・らこの飛南賀源の鰍寺蔓ωバのを把握し資源馴:鮎鯉醐菖

 至ミtリ、永遠i二その≡貴尋uを4号る二とが垂巨オ邑日田と岩える。そ二で'当戸町で11ま、目…年より千の1翌月に,

 貸せしめ6ぺ一く亀体絶楓2蚤続調査申て次1こ本年の調査機導を地一(る。

 ○調査方法

 網尾部西エ裏漁協(罵茗晶で一漁獲二m一たもの)から責魚の提供圭うけ.西之表滝にて水揚ホ

 の際捧差別抽出によリー回にハ〕雇星取リ.(下孫九端よリ脊随脅末端よ(^きε・北1二で

 裏わ吉、).体重(弘⊃.性別月目溺慶をち同査しこの、中λ0尾について紙背帽骨敏.生殖笥…体

 窒量曽調査寸。

 ○調査.期周

 路劾Z?・年6一月～生年・7月3ケ月洞

 ○調査扱電

体長

 体長調爾は勇一差、第二表i二表示辻る伽く量煩階級がノ48～26,2C仇て)7ク0尾

 の中/25尼左孜えノ785カきちめて尾り・昨辛の調査結累と全く同じ次いで一姪級下
 のZ4.3～え≠'7σびノ/6星r/6.5ク%次に二嗜破」二の253(一ノ6.ク(犯がデ9

 尾乙ソ架ノ¥%て・文体この三つの階級で・¥敷血くξ占のてしiる山昨年の調査貰斜と此鞍練

 合すると音工直に“まとび、と琢也ら^して.U一る穫番工の体・長細販はλ4,3・～、～5、'アが主勇な

 都11ξひしていると考え一られる。

 乎灼体長の変臨をみるとタ員〃日て・25050・終換期虹し16月λ/目、μ1ノがπひ

 493帆、レどζフてし1る。

 尚表大休長目5月Z3日、6月/3日のλス5仇τ・覆111体長虹6'局Z3目の∠2.3ωて・

 脈句二1二比べ〔、イジ・シロ」の出現か'少な'〕、った。

佐妻

 一本量1組蔵営第、田表、弟コし農の世コ<て・類オ貢衙さ夏として]1λ/6～え.Z5夢て・、7クθ雇1

 中95尾左敏えノ35ク%を示めし双.ぼλ36～λ4ヲ8ぴ}2尾てソ/ケ/伽、次

 1二Z06～Z/5多が79尾の。!ノ8%で一昨軍と比較すると40～50多の盾と&

 っている。

 耳灼体重の変皿は第三表ごIみる切く棚漁から蛭漢ク月の終預期が皿づくに)肌て漸スJl

 ヒなってし…る、

 一蝸s一



 ミ1.ニニ.月、4・7日に;・μ1ラし(産卵一前こ推定三引のものかあlj/.二1山よ・ハ1

 著パ、㈱外ジ氏に5月ノー3日1:3ノρ川笠で'豫1レ望菱は6月ノ3目/.メ0功、奴7'斑,い、三

 小林・1…如し.最大軌い童置粛、と量同一一石・は帥1った。

 ○肥涌度(箒x・・3)
 照涌度1二ついζd弱火辰の禾のす埋り、額城分布の董頬階級はノノ、8へ一ノ32で一ク。o竜

 中9ま.尾ζ'ノ3,5Iク%を呂め:負1〕て㌧階段Lのノ3.3。・v/3、クが72悪ζ・/3、ノ4伽ξも

 め//8㌧/4λまで・Iが4/8尼一子'主尊営誓冒勿を占の一(.'る。

 最欠肥溺度乞示めしたのは和漢5月27目一のλ.〃バー.・雄韻肥調夏は4胃ノ3肺

 ク4oJK{本宣等と同L==く総・頚に伺しグハ=くなるとリ現象が㌧㌧1')^1.る、

 O一性比

 性比しフいては昨年とは反対に5月中に3oo匿中腹小ノ∠ク芭芒・雄の方ぴ1レく。6月

 中には4oo毘中雄雌、Zρo尾と同数とqつて目別の斐勤働硬雄で7回調査の中5・由(

 中一回目敏)は賦か'卓越し一～昨年の雄か多η・ったのに比べ箭巽書理.象で・ある。

 ○生組線量受

 調査の対象とαつζし1る飛漢は、殆んと・早期置師'島1二神猛jliし一二毛ので一あ・フて放醐前の

 雄の生殖腺蔓蔓はク0～80弟i:連言るモのびある山5月!!日潮完し石モので'雌・739

 弘酬粒約ノ3、θ00ヶ黒卵ピあリ.こl11はこのエユ標本として画定しI〔ある。一

 日別含♀別の憂勤は第八衰ヒふめし丘が二机によると平的皇室で・は5月Z3目が

 ノ5160鼎て'最大、揃;天海1レ6月λノ日がI預J'と書っビ〕6、`晩j産励j芒み一名乙』塞口二6一月23

 目景文で'平均婁窪と同じ頓阿ぴみら札、雄㈹6月け山二軍人で1終謹期まで漸次菰ψし

 てし1る。一敗大童尋は雄で.6胃/日55,7み雌て・ばく眉,之3目,之〃7界、最ツ望費は雄

 て・6㍑ノ目26扉鮒同じ。16月2ノ引こλ4弟であノた。こ舳・らL7、鳥毛島あ

 胆魚は5月の初1舳'ら孜剛二夏リ産卵し'7月室名漢朝餉臼には殆んヒ・放薩しニブてしまう毛

 のど推察三れる。.

 卵至につt.iては測定温呉塗付が一理れた為に初伽1ら測定が'虫衷なかった為に調査純累は
 掲載出窯むかった。

一489一
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 フ雌葉瀬事業に基く、先達鵜漢業薮衡改良にっし)て.
 完工童藁椴とひうを着救箇日

 の槻婁

 無着海区における漁薫技簡改展事業甘西主長町仏ケ所の研究鯉含にてとびうを…享敷鯛の

 含甑繊維説法その他にっし〕て瑚呪を進めること1=した。

 事兼の第'言寄として研究組合圭固めて従求の永U伝承形鮨に封ぜら机た漁業経嵩1=っ

 ○て検討し菊に葱期が雄雨期τあるため、鯛の罵蚊至防止し、煮後生星の向]二を図るプミめア

 ミラ〉煮飼き伎用し、z土wξ吏計回1=工って芸因主作製し朋党に努めた。

 ⑳珂兜組合結疏とその活動状=瓦

 対象劉含は4ヶ跡で関屋級3Z貴屋扱えらる、3月中旬1こ凸エ哀漁薫協同盟含において

 協読会・と瑚峯その危`石研究。剣1台につ三41司1宛珊発物書蓋含麦痢Uた。

 ③瑚党組合」覧表

:魚葉狸項

⑳

珂集

蚊笑

 アミラ)斎、鯛の則実及泣笑

の

⑳
θ

⑳

⑤

 ④。
の

②

④

⑫

 s咽の附着カサヨ羊常1二ψい,打抜ると良く塔らる.

 ぬれ鯛を船積しておいて毛卵寄による.無の発生がなしj

 網が軽い足ぬ労ガがは,すギけ6(平す子団が■らなし〕)

 岩魚一二ひかる^oi9む、qい

 彊くて故け&しi

 網がI況吾、淳子にのらqo.

 {自理が'幸産かしい手岡が'p、}る

 象の切れ口β、ら巨どけ妻0

 1良魚左彊6場合禾利な莫かIある(あみぴ軽るU,

 綱か経るいため沙流や,魚霧との距離互老えaしiど条1二軍やく堪洋する

 事案の舷豪についての岩一条

 各研究組合とも漁法某の他1二つし1て典験に研究ぴ壇あら他だのでとひうき魂蒙毛この剛

 庭によフて一歩語雌した毛のと思.∫・、

 従表惨駐詔蕃の調の掲蜘=つ一では知る的なかったが勧めて右ユ1二羽か1二=^頂の畢.
 書手をとフ7共同♂)石喀弓己ぴ雌えりら肌'三.

 想業日誌に詳しく漁葉状況と記録するようになった

 一ε00一



 科学吐え蟻沃た涌、一装寄手1二{自尊宵丁と一'一.4本乙なってのム町、晃三事やウになった。

批判

 、網の掘進についてはプミラ)が初め7の事て・あった旧侯て従.束の絹と同一構造1二L爺詰'
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           8z5z面手9凌44綱ひらく'一熱瀬
           ラ254南西手4“厄び'乍
           /oえ54煮砺手'{ψ昔

           々・.月・分計.38oo
           計/z6,6〃



 裂珪の部
事業畷百

 ノい二・加工誠撃

 メ、境下トビ・臭裂畦きミ買套

 口.監干トb象湘脱防止及ひ酵鼠保持誠竣1

 ノ.トコスシ粕預裂蛙試験

 具ウニ瑚棄炉曽試験一

 条トb魚加工試験

 前年度に引続きブラ又キ〉の効果認定.立短蚕の可酎=二つし〕て検含苛圭a才と某に逸既の
 防止笈について検討した。・

 A斑千トビ魚魁睦誠.験
 き式葛会期旧～勇一次』略燕z9年6目8目～6胃ノク目

 孫二次6月ノク目～6月30日

 第三)叉6月え/目∴一6月3o目

 鋲斜第一次異卜b5〃雇
 房二次4"o尾

 第三次4ρo匿

実施宰領

 ノ原謁処理註、第二次第三次共1こ全じ

 4.肴踊反び閑賦除去

 口.原料割裁噂賦除去清ボーメーψ一8週水茎次て包含及び話物の陰云乏締う,

 ハ.虹埴'血籔は員水茎次て萄ズ暗潮実施し具の圃λ～3回水の入換童σす.

 水切v水切は勉扱せる毛の乏頭部を下見都を工乙し、トロ箱1こ臨列、絢一騎固に

 亘り水切をσす。

 、z.童頂

 第一次試膏衰～凶^1打^メ`.λ～佳腹水主適。、責勘らあらむ、じ'めホー.メ'23・食亙水(水葡み

 5ヒ対し佳瞳!9κき使用j〕こフラスキ1ン(ホセ〉〕2θ具を蔓く浬あしたものき率傭し演

 樽に魚を配列しっ}挽水を注入し浸漬す。施歯量は亀体萱蔓の2o札とし左が一浸坂痘塩水

 う蕩オしのξ亙)4κ!)増過をなし庄=o

 第二次試験榊施姐婁ノ9拍`れ一メーzグ

 .弟二衣き式殴～`23%4220
 3、嘉jき塗1次1=お・ける蓑」し

 月司π完湿
・4/8/6.z2・6
6ノ'ハ#
 6/o.一!5{4/

 貞"}λ∠

伎盟
 /ケ。

2く
Zえ6

 ヌノ～

斌

 浸1λ水…直
48
 z!仏
 λ。～、

2!8

料
 赤㌧ズ皮
zo
4

ノ

/、5'

竃,
 …桑…{(…&ポ㌧メー底

2/2o'

Z32/ヲ
221/8

偏老

 対亀負は扱坦弓製昌
 のため浸損水aる昔前
 の…1則定出家甫,z目目よ
 り刻足
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第

次

試

験

弟斥区丁裏
次

筑

験

       匹目時分誠淵曳イー÷       気組撞一団水温藻流水汲ホ」メ・・厘
       6貫ノ7日ノ5時2ノ、52o'zzo2/o

       6月〃日"■z∂ノ94ノ4『       λ/{

       6局ノ?目ヲ{2Zノ982Z・5!ノ4

       6月〃目9・.z412z.22ξ/z4

       斥区丁裏試ボ壬度厩チ度       伎用水量浸・貴焔1備考
       6局Z/目ノ戦λ41/94'2/4ノ8'

       6月2朋8・λ5ノ9}ノ3■2ゼ2ノ7'

       6局z3目8{λ之

       6月〃目〃zz./ノみ5え46/(一3

 酋狂撤坦幕一女.弟三派試験則こ町内菌馴こおいて種1貫の独壇演の分三冠竣とした.

4求沈

 没琉堅了危の魚俳乏臭水皇座札る水槽に取リ涌拘除去しっ、洗茨乏aす.
 よ日乾

 目乾1よ露天タ量ため長崎目と砺り釣4目～ク目を婁した.

着宗

 ノ苑施三1二つしiて

 施坦萱は普通救糧ラ買の塒台ノ9汐～身5%とむワz座るが今次試験にあいては弟

 'i次2λ%輪二次/9%お三次23札とした.

 27ラ又キンの便用価魍について

 ブラス羊ンの伎用価値にワし、では3回釆7ラスキンの軍掲武壌1i二、終ったため紹紛

 は虫し得なかった帆伎日可因箇危1二おいて実砲の皿齢貫(施駈童λ6・%ボー一〆一25'

 一Z4～Zぷ三9分〕浸…訂魚/5oθθ忌醍察の鰭票施斑§及び浸漬前崎ボーメー

 硬巣に当垣纂閉・浸1肋をヒ回るに毛侯わ李約3日引二おいて英気の発生を見るに至

 り…貫替の1凶悪1二蛆られた収」二/例で・目ある4話休よU尾て宜抜、水洗の不充分呉の

 鰍件はあるが.・ラ)スキ)不便剛こ依る結累η・ら室け毛のと一帥永撤塩預鰍
 の島合に芝7ランスキンの勉累・ぱ例えるが日韓崎1二おける宅爆促丘1二ついて目斗)し

 るフランスキ〉否イ吏用のカが乾慮は率い様くある.

 圭虻坦萩.と狙塩一戒の比較について

 立坦戎と狙遣の比載について'槻1二段云い莚いが長期浸萩に当って雄糧量2"%

 の均台7ランスキ)召使用江斑乗は兵の貯藤龍カにおいて撤逸1貫i二腸るとlJ云Llえ

 触毛フランスキン俣用立胆沢の抄合は救超荻1二比し全旋短蔓i=お'いて鼠濠は全然認

 κ・らげ出家エリ蝸毛堕るか1二浸1i・但し榊面!二おいτは鯛舳'蔓く筆融
 壷の湯台数坦。う貢が有利で'ある.
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 浸預蝸岡については■ラスキ)伎用の場台立腹撮、赦塩漬臭に大差はむO。

 及旋千トb票.地既防止及び鮮度候持試験(窟晃島水星指導との共同試験)

 試験期固脇狛Z9年6月ノ4日～6月λ5冒

 誠渇'トビ・魚、8o忌

歓験項目

 ・雌防止剃けステン,リント・)の臓雛.'
 2.立規…責による塩の浸」医度及ひフラスキシ偏照による保唇効累

 3。戸、〃引1;け・による浸1員竈、の録存効果

測定事攻

 /一合…員漬の戸、〃

 Z.蓑羊度⑦ρ、〃展びア)をニヤ東呈～望柔(イ7!3-4!)

 3一≡曼…貫危にみける笈…貫魚の戸〃ノI/〃3'〃

 実施簿頒及ひ鐙蝿

 ノ原胃処理

 イ、背1副因晒除去

 u、洗撫

 蓼ヒ踏は典…kと}決って行い血合Fのi余去反乙r…香物の除去≒乏なす

 ハ血抜及び本則

 虹披二は呉水皇以てξ,/5碕1固実施し水,刀室33o分き一以て終了

 z腹現

 イ.塩…買甘ボーメーノクp立直斎(施工豆童ノ8%)とし一ト…巴区分1=よO浸洞
1妻1夏匹勿

 (0坦水のみ634惣(!3尾。)

 ②塩～7う又キ)5ク2句(ノえ匿)

 '③主星～フラスキン、ηエフ酸/208毎(25一尾)

 註液状ホセンブラスキ川魚体婁量に対す64〃(純フラスキ)ノ狐湘当)三

 使用クエン駅ばを漬液戸〃ひ481:むるよう投入

 、コ、・サ又テ)反ひリ:。卜㌧三良…婁=三貫

 覆預区分の内③液醐ち薩・vフラスキ)'ラエ)改漫預負を2分し洗糠臼そ札ぞ'れ

 げステン"ントン液に30分浸萩

 孔サスヲン投入量

 浸…一浪2.6並を採I,%ρのサステ)酌ら〃λ5炉のけ又テ)換言方れば'サステ

 )の,アルコール溜液(20%)を/λ5``妓八此の試験ではλ((を殺人

 ムリ)トン投入量(一知溶液)

 友…兵1氏2,5並の病リントン師ち2.5宗色通水に謁む・し浸吸液に投入かくして
 ク0尾のト⊂'魚雷下記の迦く4区分した.
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 の糧wフラスキン

 ⑫糧

 ③塩〃7ラ又牟ン州サ又テンー州クエン酸

 ④i隻〆フラ又キンーWリントンー州クエ)葭更

 以しの如くそ札争れ浸漬L日乾に轟る可く水洗したが斥候急変のため目転出票市更に

 ;持一メ'ノ右0庄イ信製…則衰三桑"吏ξト乏ラ受=漬1し乏。

 書黎'定点ノ6.産(名F区分¥尾二'宛〕

 3壌責塗以にあける変化

網墓与
 6亮吟δ

 ノ岩靖

 4男κヨ
μ

 一パノ6日
亙'

 6量〃白
8・

 1・舳
94

6肋雪
9ヲ

6言2州
9{

〃。

ユ2,6

2!

 使用1塩水の圭.
 氷温浸漬水温3・τ

 zメ。24:zc/ゲ。

2Z234/3

 λoz3/ノ

 遠、フラスキシ

没1責水温'

24プCノゲ

23,6/3

 ツえ寺つ.1つ「こヲ原璃
 ノ狩として葦笈のたえわ把

 斑.フラスキ)、クエ)日ミ

 漫…貫水温↑

 24プ。!ゲ

 z3、ク/3

漫択茨正一憂3持芝
唖出得''

浸戒永乳

備考

 4蔓預馴司ノ36皓同

 長…責后銅9o晒旧;二おいて…蔓頑液冒{εに寿し目色1二麦4しする毛忌畏認め歩、なおりソト

 )使娼嚢1二あiジ〔は色夫贈褐色に受払乞完る。

5目箔

 纈乾疸大阪不順のため書4日岡目乾及び鼠一乾医書す.

直色劃更櫛一

 4貴責葡における剥定価

     表責*定区分浸漬液戸〃鮮莫戸〃1蔓預浪汐万簿魚の〃佑w
     @三水のみク6/ゲノ8切

     @一握^77スキフク4○ノ8λo{

     ⑤一外7流れ仰訣坐8ノッ
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 ・口1量1員清の副産相

     漫混乗.λ〃鮮魚戸〃漫貢液汐τ鮮魚の〃伯一〃

     566ノクノ0枠     ド;;扮測定,分1⑦率水舳②湿、フラスキ)一③規～フ以モ。クエ、政1一_」一546ノ3ノ。     565半ノ3/o

 バ)竜…責危の重量(漠預z/崎回危)

 の5oo勾ノ3尾

 ②64o寄・/zつ

 ③!3/o句254

 (二〕茂…責取揚臼のハ/〃5■一ノγど戸〃の史4巴(5目冒よリ測岨)

色

目時分
 4月ノ9目

 z/冒

 λ!日

23日

食斑
 〃方3一〃

 σ)み斑～一フラスキン

 戸、!ブ〈!〃3ソ戸〃

236,/

306,4

326,4

50季2

 左1・フ棚;.以テン'一クエン政

 〃〃仁〃

/56λ0

256,436

 、て66.438

 タ。4,44o

 d・〕水分竃羽重1没1貫灰揚荷ク目目1二剥望〕

F  み描～フヲスキン

 8/物6ノ、4%

 ρ.〃

∠.4

6.4

46

 腹～プラズモン)クエ項赴柳

5え8%

 ～フラスモ)

 〃舳～〃

 ノ。

λ'7

30

50

 ρ、μ

6.3

6.6

6.5

6.λ

 姐ヘフヲス㌣〃功〆林ソ

59%

 ㈹垣水余御乏

 俵拠のみ

 一!、ノ4%

 盟・、・フラ又キン

ノ/ノ%

 組～フラ雌シ・・4工燕～ψスア〉

ノノ5%

 湿vフラ又モ}㌔クエシ欧～1'フトフ

ノ.o4

着県

 /盆蟹の浸歴慶及ひ乾燥促」進1二つUて

 匿ラ貫前乙遇萩危の魚体重要及み蜻西牢き比。蚊すると次の皿1,である.

 区分α分
 後姐のみ

 ・斑・'プラズモン

 i鉦・リη人キ)～クエン駁

薄点前
634事

夕72

 、・;Zo8

 漫表も

 6o〃句

64o

!3/0

 貯洩与・
hλ/%

㈹//9

 ω丑4

 :の結果よlj免て食遼のみ伎蜀の分は魚、体蔓曼は戒少しzいるえ巾は脱水と全時に平均し

 〔三岳σ)・麦盟かζ[三。ヨ1る毛のと4撞。ま巨:。乱る岱'食嵐展ひ'茶の。純θ)乗=壱uを揃}目の場合口語蔓して
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 一6.こ1れは詰扇脱水仕キ嘘の漫壷がI建ろい妙戎.工度の疫毘と則二浸1貢液1水jモ金将i二

 壇漫亙し石のでIはないかと思わ札6び糧の浪匿結塁は測定価(へ」!二1丁、めす地リ魚体室置1二

 晃ら化る雇の大庄。なく腹の湿匿は槻ぬ平均して/ρ一4・)//5%ξ禾めしている.

 レ期因㈹・ら捜して乾燥促進炊岡遡と振るが畠采より判断し7ラ人キン又ば冥想祭副

 乏使踊した分よリ食道のみ伎周の分かI乾。黒は平い操である。

 2、製品の浸香についマ

 製島西については虚.フラ又キニ使用の分が.逮毛皮く適の力の分が芝九ヒ次ぎサステン

 リレトン使用の'傾と厩'フて居る。特1二り)トンイ吏用集(降無汚染薄、を奮む)ノ8'邑につ

 いては芭沢茸し二変化し筒昌価伍は全集認めら版中程って製昌としての飯範は虫累な。、つ

 と。エ、1しはリニト)力;歓1二よjj葉色に薦色す6性質が一あz圧め使用水(井戸水〕の鉄分含

 有むIら土した毛のと思η犯二る。

 1;.漉肢について

 漉綻にっし1τば主.として潟暇て・yて測醐したので・あるぴ後、ヨ5ρo.尾の飛魚に対し日乾

 滋も半量Z50尾に対しサ人テ〉を便用し愛4ζを観.刻したが何等劾景は認めら1犯aった.

 む舳.ントン液iこ一川1賦肋綱蝸灰色・㈱白1二変化し測鮒鮎がった一
 浜トコアシ施頂製蛙誠殴

 晩年請二引続き商'呂価値段ぴ企煎価値の挨詰をな育べく下記拭瞼冥施した.

 試致崩・画第一ス整地λ9年8月ノ4目～2月λ5日

 第二沢48月30日一～g月30目

 菰.料勇一次トコチシケ女

 第.二次,ノ8貫8θθ毎

一矢脆要領

 !脱激屈績I内臓除去累一次、第二哀某に生じ

.2.塩榎

 脱穀之6もの麦亘に敬姻渡法によ11浸須施置望は莞一・次、第二;欠采に剥募に対す

 る、ノ8%(し一と。

 3浸…貫時層

 菊一双試験94時制(台乱蝿遇のだ茄雨天多く昆乾虫疋年長期覆涙)一

 第二:父筑弊ノ5崎固
 4札.・洗

 塩1女を終ア辻しモのは手1二で艮<モ.み後に海水圭以て地鵠と除去しつ・水洗互な

 す、章二次該;験,二わいては笛ノ蔚同の.垣城1を々す。

 ξ水主{屍ば癌し幸生

 水…先立怒りたる毛のは且らに冒双i二取1'掲げ水切とQL復風乾1二移る.

 屋し乾時固ノ7将固、ノ8皓田

 4細切疋び層L乾
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 ト.コプー一一植毎1二房三3m唖皮1二釧μなす.1池1二当ってはあら小じめ思料に姑

 芋6/3書Jの…西岩目に阯未鍬きヨ/台.・暇の秦、亀。、らし邑:渓二八良く…昆狛し;三{のを閑惹,し

 温三紹〃(しトコ天シ乏投入一万工迎qく…星ビ持に抄し、茜え1寸する。

 ケ渉歯及び製品出来高

島一哀或敬

 E干{麦E1麦1三E麦ヨ
裂晶出来高

第二次試験

 は塙

 4∠4oθ寡

 穀粒し田楓除去危  坦流水・螂臼 泓乾后

 ノ8〃〃毎クメ5〃与5〃〃匁w9・殉

 製品出束高ノノ貢

老衰

 ノ;…貫莉についτ

 茂雄は佐賀売蛙局兜漸より入手したが昨年使用の分より呂負色派兵に恐るく若干孔畝

 菖の発生がI註ブか吐つれだ左』り弟一沢武勇貧ヒおいては焼酎至{実ゴ目し身L故菌発生防止二三訊み

 たか㌧監三王は得らliLOカ、つと。呵ま.菰粕は入手出来す・、玖淋差{支用した。
 2.宕色斑童='二つし〕て

 滋t言量はノ8%としたが'…責広言古i這口昧育しくi重与支が必…寒と痔二一っ甘Lた。

 3、頂払にっしiて

 …責込につ〕ては㎜斗樽至便用したが目減昌た一しく項ムi憲蕎につい'～は再葛の必要が一あ

 る.帥と碍頂は島はしくなく畷緑性のなし1もの色蛭一;1'べ茎でIある。

 4製品にっし!て

 製冒にっし1てはラ買込危ノ圃固i二片いて二層都に着手の変色が認めら肌目を築るに従い

 具の庭を増し妥色都1二別口は酸味の発生が認めら肌たかI琶髪色1工流k普醐こ比し竈分

 7ルゴール分と毛1二良く漫匿し予想通ilの威累乏禍た。

 ξ貯睡結気

 唄処危・7目目よリ上層都に差色が認められ約ノ5目き以て側面,1=眉馴二毛蔓色が見

 られ畏瑚貯榊困紅馳れ名一至った.竺1札雌封の不完全1・七よるとも舳肌名が
 原科の昆乾の不足及ぴ萩粕の昌賃罵よ.1主しち也のと思われる。

 以j=一の,詰栗より是て製品歩哨蕃しく低下し原価高乙書るとめ一般爺販呂としての放出

 し工敗範価格の面から思わし(q〈企荻価樋一については今田なお一清の報うしが'幽薯である

 ※・うに加工猷験

 と二1頁しの菖敵で.あるラ1二と繊掃持の白百サで一抹月近エノ〕f歩苗喜式海貧及ひ'刀。=〔該≡欧と実施し

 た。
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 誠殴馴蔓票一文紋川南脇細2ヲ年ク月え・7ヨ

 勇二次萩湾脇え'7月z戸口

 事三次島田{夕月λ日～9局5貝

 訟料勇一一束ノ8ま(しらひ咋う1こ・むら:三…うに)

 菊二次zえ`(ク)

 第三ソ45'・(しらひげう1二)

実施要領

 ノ鯛率螂
 うに割蕎を用い水需己圭しつ}事象目P、世仁。)蝪台・累.色の龍脇乏隔ミ委Lっ〉一定着童

 2.水洗皮ム水切

 操帆し毛のと苧氷㍑て夏く洗総し渥売tに取り舳塒舳服け・
 3.士竃…貫''一.一

 男一文甑験においては康科1二嫡ざる.ノ5%劾Z次/λ%易三次ノク%としそれそ・れ

 延納、塩預鯛は筆一次3舳、菊パパ田.菊二次バ奇同,菊二次z月一突魂
 し、斑点亀太田せ苛・'

 4総リ

 蝿一iiは醤・剥嫁こり彼を便一用セ李只箪にアルコールを:差入万幼qく捜1枠ヒしのみとした

 なお全蜘二着.色のだ垣)色衰、昧σ)柔と景入寺。

 i歩酋リ

縦目区分原碍採卵后水切信製品予百
 7月え7目  、'8メ  よ5%矢ズ%供一〇

 ノメρoθタノ76θ毎ク9ρ匁

 z8日 λ2;

 ラ貝.4日 45弓

 '宇%J`
 ノメ304毎ノメ。■ρ匁!メ/'θg

 よ6・タノ%砺一・
 .λメ5ソ岬zメ3〃毎スメ4mタ

考

λ

z

豪
 今回の加工試験は象則として蔵掃猪を目的とL居ため不良う1二歩く加工尿科として

 艮娼・とは云。誇、心ら。

 手苗りは7月.ラ月具1二星弱。る{靱紅.嘘り」二1,状悪がら乳て7局む“董凌と思わ

れる.
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 養姐の郭
寄人車彪姐試;験

勉盲

 前年度の継続訳壊1下笛内の広範囲の夫利用遭坦たの確植展ひ生一薩地に於け6溝産主計ら

 んがために海人・葦の室竜更を屋硬に積極的滝姪差1楚捷し多大の属栗と刀父め7・累たが一河百によ

 っ～は種々条件に制銅三片し不繭巧に終ったところ毛あるので・本第。夏毛継、続これぴ徹底鴫兜

 瑚とaし初期の冒串乞重甑苛べく'交掘した。

 むお本年良江累、蟻呉興殊径殖瓠I験の旗人帆と桓試験が同期とζ・っただ刎=畜人事増猛識

 事会はj二屋久宅竜よリ依親のあ・った竃五二甫、、も声子、だけにと6ヨったか'幸い函包致司J‡己■至大、

 減の逗大軍が国費助成によ6外畜面i剖劣等薫に指室歪受けたので噌指導師反ぴ泥望大蝿は

 この導薫と僧行しマ試験調査と行った,

 ̀交施湯跡と期目

 熊乏郡し屋久村宮z浦肥紅位九年八月セ目

 ・ヒ星入射志戸子・八貢八目

 1幾幾指路戸市下1κ㌃仇端幾機
 二I実花方法
 η撞蒔湛

 採取し乙長(成.篠ヒる原爆を約二時固蔭干したる危用器中(木掬固斗入り)の海水

 中に3・～5I'時旧没預し蟻中・毫吏旺]撹持し氏ヨ尿嫁星取j二1デ.ヤの連兼左咳口唾にて弟カ、に石1二

 敦回扱茎(その際日聰中τ目先の亘射きラけ出家るだIl†低逓;と〕6」～6分生垣の危

 害州二局星良姐洲二況下苛る.

 〃)形坦法

 ④新人草の多扱牡百也ろ111岩石を着水球策してそ札色都な紺地え沈'ける。

 ◎④の外1二次の方法毛むしち。

 先、ナは看番の良く発壇せる原1濠ま並ひ一二小左石塊西1こゼλソトtマノール或はウ

 。オ'アロ、別名、セメント怠諾副にて急鼠硬化まなす〕1二で密着固定立Lめたる白

 1=静カ・に径斑鳩1二沈下オる.この際セメントを原燥に付け巧いこと、又廊る可く石

 召の凹凸の赦しい元のを可と万る。又昨年師住せξコシク可一トア・ロックの針金1二

 胞吾放出菌の尿豚乏歓鯛で・窮んだ便に約5ρ6匁あて詰めてくく1∫投入し'た.
 三、奉薫規模

 一s14一



碗之表打人増置時

話祖

2/o

4o

 一吐教石6クρθ
』

 秋瓢趾㈱下醐榊欄るロック。;

284

 /〃λ84

 6メ2星チ

 〃・εク8

 翅.苅茸一皮該;蒙の調査鯖累

 虻九早変の実施の試験粛額は翌毎度1=判明するのさ・二こ一芥は立八算慶の試験蛎、.頚を度

 へ喜牟苗蛙セる姐く黒擦の咳入}しと事業が蔓αったの～'誠年度の数験効累麦光一分に把…厘

 書名こと口出豪多国貴助厩のあった外海面嗣発事案=i二指定σ)たつ二面羊萱町大蝿全指導
 ラ前下,=ついてのみ重8杏し走.

 西之象事大崎不口.のぞき…冒水を.梯用して調査した。
 奇人筆は本年疫の試験区の雨釧:多く坪当り30・L4θ枝て一I捕課削二室育1一驚.籔窒ひ

 して生育薫蔑し'和前に笠たている二どはψい、北側の酪糞ζ一'凸め,㌧正罰分・ぱ麹メ..車の

 全盲4まばら.て'ある甘少uで'右くホ)グ、フラーソソー、ガラかテアーjサ等キの佃の潤…蒙
 の鞭毛綱であった。'般に大里藻のホン川ラの生育が一距握であっr鯛舳型浮
 心残んどのやき.によって判菌tしかぬるところか'多く盾本調査1の結兼1j1型}蓑として!よ力トラ

 球ラ、ハイデ,クサ.ウミウ手ワ、アオサ、フタエ丘り導が1」・集'固xに甑在していた。

 叉w、紐繍肋納m6百節石灰濠1ニメξサ・外キび繁罵し海、{.軍の艀生的・
 阻葛三オユていと。

 ・則=註試酸の効識別鮎専るため1二〃年9月ノ目に捜艦..蓼檀二1去生用いて葡年
 夏の註暇議:投入してあフたコングり一トスロソクノ.5仙差zフ年8月ノ4目:二引揚詞

 杢勿隻累次麦の適リで'あっち。

        ,口'ク〃2'各面1二.おけ;村看        .上面露一面事二面菊三画茄岬置総妹敬讐;宰        /ケo40o//

        λクo〃ooク{、之～4/

        33仏o4ゴノメノ.え～μ

        43464～oノ4/ノノグ4～52

        5ρ806ノ。3ノノ?そ3～(4

        !oクノ/0ノ43ズ42・、・ノ.8

        ク!oo6'ク8〃～2.ク'

        8649クo!タ/。ε～♂4

        タ3〃ククc/ク2,o～2.4
        ノ汐2ノ3//〃'4/4'ア～!ノ

        ノ!'メλ4ノケoザ7久6～ま4

        !24o/68oズ〃6ヘス4
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/500〃

 θρノムク

0030

00〃0
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 付着の良娼な毛のは陸岸に蚊より(醒.岸4o～6・o仇)砂にて孝毘潔の状帳のものが曹

 って砂に覆い裡三^たものτあリ殆んと・全都に木)ク・ワラの着生が見られ后灰ラ薫の発貫旺

 璽互る叱のに海人睾の付着が殆んとlIみら汎ないのは目雫年め調査と同じで一あワフミ.

 スロ〉クの移動は殆んと・aく4凪又1けが2～3仇'の範囲で担俸していた。その組の石4

 {口乏引場げた結裏その有翅表面踊は各種々。～6o㈱でIその局に閑暇一て'認・めた海ノ＼事の刻

 茅口(1㍑.!4/2)であ.ル最多都/〃に!/請、ぴみら1化二机毛摺留区三中心とし石別紙西瓜

 のところにあつち、全般的1二兆シク・ワラ、ソゾ.)オク'ブ.タマミル.ハイテンク・サ、か

 ラかラ紅渓類伽夕∠ノ4物⑦。J=I沢生1、'ζ敏葡萄勘の石灰淫の采蔑乙ホン少ηラの着生に

 よ;1海人軍の生育か国一菖これて1-1フ≡、忘貰調査の錘栗口該;験区の中心部400坪内の石O

 砂にて殆ん凶辛埋渓の状態、で'易り煽落区色φ.心に3タク坪I内の,石の〃貫免釦パの毛の匝

 5・)30机の彩勃と口走.て屠り砂互含ユず一粒拭岩の底買方'裸出していた。

 当鼠験区は前逮し石通"一昨年前よリ増短孝策皇練繊ψで・.あフーζ今年の水揚懇蔓3z貢

 で服隼よリノλ貢も贈収している.杢あ段らによる乙二ぶし`)増屈.{みられ昨年のノ30

 買からノ5ク貧えとZ0洲・の虜収が一な二。ル.ち、繭逆の誓表か」ゲ応該或験の勉黒は認吏

 二三収た訳不ある.帆伺しろ当試験拠は各員月にお…下る氾面の誉葡■乱渡が強、(:帆による石の弗

 埋苅ユ醸けられaし1ので移勿研向ハ垂矛童直的厨淀!ユ今信に残=帆た大引罰魑で・ある.

寿人軍増殿評醸

 略花泣礼年度実施腓πw・

 賭紀1=r八年夏、

 ・俄時
㍗

 .上一.・J!

ノつ

冷一
 子ノ

ノ
ー

キ
ヤ
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 ひらく,き資承調査
趣旨

 熊毛郵裡手島栗浦淳に産する思天風爆としfの“ひらく≧、1ユ潭産30数万言下にして最

 乳授1二よリ年ク満屋の傾向!二.あるにも拘らテニ1れ」二対する。伺零鎚殖一の蛙孔講じられてな
 い現状で・ある。そこτ当前としては立八年度より容括的にひらく三の生活史と調査し増腹

 時期.方法等の資料鬼集をなすと同時i二採取漉の頂衛政艮、魚探による罰'しU煮陽の用柘

 1二努め資源錐持の計画生産に彼立た忙んとした、窓し初年度のみにては稜々椴件1二制飽三

 九責源澱yの原因、増強鴫期.方湛菩を話諭づけるまで'の充分む資料かI得ら収むかったの

 で末算雇一もき童…詑ヨコ登した二

 むお本年良はラ目Z9目～全3o日のZ日圃当的屋鵬州め丸.孜ぴ麗文水産曽郡煎匿

 胎,革ノ、.見を棟用.産文永昆尊留.属中、鼠水両赦授と契同一〇三型、並6{Iに、中馬刻重

 乎鼠探による筑揚の調査至。したび誉崎の電塚の状態、からして充分な調査箆累は出来なか

 ったの11・:牝をみ・秀にして30年度己再に誼統調雀=する予定で'ある.

 一τ調査鳩前

 照乏部面∠長打責脅緑協地先水面

三調査期日

 昭和立九ヰ田月～略狛並年三月

之劾潟反方法

 捜査材料は五目η'ら翌年三月よび六回に亙リ河田葱摂に依絹抵奴L一二机茎苅重し切.干

 検鋭し四分胞子i累胞吾の繍鯨,i放出時期の究明ξなし£。叉前逮辻る切く薩大水産

 曽都、蜴中黒本因駅授と某周ノク3型、巾罵式重乎亀約二よる魚削産貧調査をな
 した。

四.調査詰承

 毘施二十札年凡月二十九目眩目二目旧に亘る采同調査1こっいては四一収罵糸叙救よ。

 も毅告がな=札たのひ{の詰累と重総合ζると人里次の至りで一ある二

 ㈱諏漁場及ひ・責稼調査

 御崎の裏海岸沖合のひらく=漁場の調査については以調から地元馴二よハ強く尊望

 江られτJ引二毛拘ら椚M調査は行舳ていζいパ1㍑生育1ω一軍海('メ・
 ぺ8θm)のための濁水掻蕎の使凋が不可萬邑で・た甘マンが(セ)バ)採集塁により

 畏」1ローフ・邑収フて晒喫三行フ(砥案↑る1=す三II苧その生態至噸州二する導!ユ神々

 園遊て'島る。{芭って今回は中馬珂垂平魚採とコ采叡届1ニエり生育捜旦皮次藁ヨ医の三回生を

 行った。ただ今馴ユ魚馴こよ6湛濠資源頚蛋は日本て・初幻ヱの参:みτゐ"装置㌣の

 他に一フUて不馴の高が多く子思の蛭鮎菜窒得エ王てI!二至ら虹。、った。ただ薩。部の救

 手.印石乎胆胞紗凹凸起伏二ら4ち筒か一石名番の稜与∠一二.らく一と思舳しる群若が時
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 々 星ら汎たかI理認するまでにほ至らω・った由=の栗脂お泣隼農に聾調査して篶渓皇猪と

 いと思う。

 房λひらζこ生費・地の冠詞

 愛吾島の票海洋疾。笥粛沖金。約ノθaρ㍗浩洋95o犯の滋域に乙・らくこの招漁場

 があり水濠4θ～8θ秋の地踊にれ多く繁茂し鯛泄凹凸起状の余リ著しくない平

 胆なク“ランド星形蔵している。乙・らく二は}1の着斑〕二に昼餐生育しているので・ば盤く

 当髪〕二発達はサンゴ'玄碩及τ噸節石灰還」二η'ら生首1、ハ、・る二とび一知ら、れ～..

 ムらくさ体の墨郵は墜状にQら李植接状に坑ぴザ11しび一けンエ唖頬擦窃衛系の一

 石の肋仰伽んゾ幽閉〃(!/マキ)が多量に付漕1㌦jる。
 ひら三く佐の基部のサ)了虫類灰乙ざ魚箭石灰涙は生層申の毛のに生育し日,のか或

 いは免預したもの体丘、=生育した毛のか糸だ確一定孝る二どは出来aかった,又二の無

 婁O石灰貧の婁がノリマキかと'うか也勇.調査し正し〕乙思ラ。何一計u二しろ40例ム足漂の潔

 馴・榊三の豚掬石灰漢及ぴサンユ喧韻が生蒼茸甫して・jることは茅衷と・あリ、ての
 抹〕二ひらく:u生首し直淳老挺工i=生育はしていQしiと推定これた。

 oj、、組塚による熱掲調査

 ニホLu=薫木板授よ1,{艮害のあった力一ぐ男リ図墓参照=三此た1,j,

 i'ヲ月Zヲ日米蕊昭のま工法撮{せる鰭累㊨区1二は長こ3o畝星夏のひらくこが政i=

 竺たている二と三知っ石.

 利ヲ月3・目④区で'映像らし劇のξ鋤てローフ'乏おろし曹11てみたが全祭抵らむ
かつも

 坦縁き氏二トをレ底;の紀伏き誤って測ξ書したものと思わ肌る,

 亨〃0蛮坦里中着底j;(永琢40～50双」にズ～3〃t琢みの雌ネ貢物乙三円葦柔セ=みも石レ沼

 と剥這して'予塀岳せ帝司奇天派びあるか盈記する・必{妻おり。

 m薄糧地形迎ぴ1二海:妙'ら考える暗、⑳区に皆鰍Qらば②⑫区1こ4・練、とムる♂)び暇

 当で'あリ毛し1μあるとして毛θ側から⑤圭で'の岡の5グい70m.擦鮒血て・は心

 かu乙撞建:れる。`θ～②さ刮には80例～9ク帆の凹部あり)

 V)i時、胃酌I二()星ま蔓き調査する徐穣,カ廿aカ、つたが一海汐ラ液.か頭。承揚と中、.ゴビせ二る渇(左攻量)

 をなしてし帖ものむらぼ、むしろ互々渦流(ち旋〕の1綱を◎区何虹に求めその中

 心を壕薫したら減点堵カI固拓これるので・はなUむ、と期待二凧る、

 ◎渇薫なし1し将哀たの希望

 η魚塚記録の墨酸費剰と得る=と

 モ童浦鰯前`二事霞揚筑場て婁三録皇と.リニ{し芝基礎剰定責;斜とぢる。

 洲口抵勇憂乏図工に坦入して資料至整理立る二と。薩襲竈にひら(=の拘った側乏詳

 し{調査証螢し千の位置.日璃(潮〕哀の欠三ミその萱書とと図Lに迫入して予備

 免を行うゆ要か一ある.

 ガつ忌探の完全望栢。ミ嚢中幕県掬の縄入毛1込奪で'ある.
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 佳主)由馬訂永平魚緑欲の語価'ク3

 ⑤一頼射川二次三次反漁純兼/竈・・着。②㊨
 得名ために目様物が侶三倍に映11毒盧む・ら

 の距自舳曝'=カ百川判別ミ:育肌謝⑧
 あるという長師乏須する.水平垂置一の 田

 切換が溶抑ある(水平織の判詑渓
''1

 には無縁と零する)

 o)胞手一形扱

 111舳一区・⑥＼
 舳しI.■ll11洲/
 い昨11欄1ゴゾ
 川∴ビ∵」
 ω放出.賦、漁個体ぐ仏しで毛胞手の泣出が翼められるもの

 (肉眼的に藻体が一都分責受'しているい))

 註.(胴は謂在個体孜1二局育る%」1一鎌田分緯手下敷寝栗

        調π形諒初期崩.黒.放;i二調査一級重        原グ～59(5μ5力3ζ!純.5).ノー㍑、z5).バ4λ5)1/2約ソノ6刊栽毎
        ガ8〃ψくク8)え.(.但〃)ノ(なサ書7)一ノ5,73)        書給928、ラ。ウ         十

        乃9,29κ'バ'て・I吐るモひらく二ノ、丑、リさ、、トノこ、鶯ク1ノ丁†川こ一一'一1'        ク、々3o5(!久85)4..(.久.`.タ.)書ク〃多脇鍬二
        中ノ.♂次6ψo)Z.(μ.0)1〃6}.公{.0).、.ノ∂.一あψ
        ψべ30〃(以ク5)ハ=衛.5-5'、一.名(.イろ刀5ノ'μ!舵

 ひらく三の翼静孫県が充力一ピaいので・調査が拝常に脚続的rあるが立ノ＼年度の調査賀詞・

 とお比卓支挨調すると乙・らくミの番売亘期としτ七月下旬～タし月下旬(水週一28cへ29oc)

 就中八月中句が胞子の放出が旺盛であるといえる.

 なお本年は精1二冬期二八目に採取出素、この中に疑累の形成.放出二札た毛のびみら帆

 多茸軍一ξ'あるとLlうことほ勿論唇殖期1二ついて七割寺沢が昆虫二}n一どこ次1二・ついて三十年

 夏は名・期の採集調査に亜患をおきたU。
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 叉湿巾拭授の艶.評巨参考まτ瞳べると涙の雌リである、

 fjひらく三の浅海移温し増殖は百花性がIある一仏し1㈹登殖籔適期生把握弓一6二とが一

 蚕大切である・移組瞳迦は西之表、罵名馬苓径蛭結署はz㌧3年目L判然こ衛.

 1η水手蕉探による新湧揚の調識コ最大繁郷春期!二行えば勉累は現九る、

 榊ひらくこの人工穂暗二層盟毛今危充分な調査朋完の」二で'ぱ心不粛薦する。

 〃ノ種子島のひらく=ミ貰源q55万貫M」二は生産さ^れると控室さ机る.

 し)せえび増殖一誠1験
滋旨

 一面z哀珂=r浩岸のいせえび口茸・々極度に弼1レの一塗茎皿る憂うへ邑現状であり.これが打

 固策とし7面え萩町1二旋て昨年より狸えびの荻流左実花中であり.。箱に客年は穣えびの複
 流に魚藻の校入を計るならば一杖とその効果があがるのでIはないかという專謂がありまし

 たので・当閉として別担7口・ソクを試作莇主衰農協の援助をえマ投入しこ淑に穣えび乏放流

 預極的な増殖訪験互。しと。

草葉提要

 η実施揚閉

 熊ξ郵函主表町源も氷見垢専前下(測図示)

 テη・期日

 畦穂並隼三貝十回日～全三月並^日コンクリート}ロック作製

 二三月立回目～全三月並五日・投入

 4三目並目担えび輪墜.祖流

 淋コンクリートアロ・ソク耽格
 別図説ミ千竈参照、

 長三3尺高…!6尺Φ人6尺垂九耗の鉄首差使用した。

 π)種爵

 巫え浸町浦田瑛摂より砥入

 放流貢孜'プ5oo毎雌(♀)W尾雄1舎jλヲ尾計・ノ3尾

 V〕魚棄の仕訳吉

     品名扱望斗価金刻荊尊

     セメント6侵48oノ.880コ洲十亟舗〃6季蚊

     丸鋼幻舳z4雑〆。!440

     銀.叙〃#ノ50句54

     彩技翌桝徽抑使用

     1;;;三寸7;;十チ1;ノ川」「…一`一一'■■     南哉

     釘

     計c.94用当リ658月
     '一■I'一一'一一一'一'一
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剛遅敏粁仕芙雲

 I^一石一Iて''一一茎…一.0一

剛控萄費
 、…由一一`'…一i.一山一''・I'帖血。

 昌る1散萱...華価、、金一誓_1血_竺..
 二二、エ.三三二、J_エ1進三」.・θ∴山ユ_・.業、ユ__

 .一一堵一㌔.

 。一二ニニ/;㌔㌔.く。

 桑探設計国つ㌧//ノ・=一㌔＼㌻
丸鋼

 K、.。.∵・・…一11二!1、…ミ■
“1

＼
 〈＼＼・で///

三

 紅=一一・・6
 …■一I由一'一

'l
1

'3ω
 ト・舳一一命
 トし・・山…一一・・・…舳一山・山一・・…・・…は…・舳一一一

1
1

 j...岨....'舳舳...㎜}.....凹。...…...一...山、..一一.一。。.。.…o。。。^^o。。山・舳・舳・・…・'一

 報楠7口・ノ・フ、/o掴攻入し隣“これにクメ5oo匁σ)鹿えひえ放沈した'

 勿累に川(塵今田の調査にi克ち頁1i。

これの
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黒擦貝半円真珠養理指事
惣言

 酪利口八年度画Z表町費1=よ"蛎Z哀遂,浦田滝ニケ削で・西内初めて累蛛東i二よる半円

 県珠蒼跳誠み一応の成果をみたがI本年歴は之舳二禾唾三九石(晒主哀町j素踊同恵会,
 浦田漢喫(巾檀手町)熊野逼摂(南種子村〕島固漁段が主体となつて田主表、浦田.熊野

 島間合藩内で前記試星食をaしたのでI当涌'乙は之れの挨入〃」帽専乏ζした。

 なお西之表通においては複写高高校生物班による.径亟試験毛生:肌た.

試験概況

場所

 堰ξ部面え表町西z衷港タド防衷暖再側(馴致図示)

 4・溝田晃

 。中蓑子町頼野浦.'
;雨種子対崎岡=遷4

三堀目

 路わ口九‡七1買・)鴉和雌年島:劃港の分度核入机芝ヤニ月1=実施Lたの～・現在4

笠置試験中

 ミ方法.規模提入帆

 百'母貝の前処盟

 核＼llし量行っ前夜或いは一当目早朝に揚貝至木禰等に収容し翌朝小斑の」二亭と股桑の

 欠乏尋により畔暇困薄となっ。多くの具が口互蜴いてUるので'二九に7サロ邑入れて

ゆく.

 ω虞の海処理

 胴入しεまヱの核はグ。・～8o伽の芋凍型芝いるので(二のユ亘使用したところ他

 あるが奥王家のよさが思うい)〃・ライ)グーτ・・55%σ)半円に。るまで・ヨ管リベらしニオし

 宝石鹸求にて…先稔し信金矢技の止にτ摺った手だい力差…置めこ肌に掲若削星一滴づつ落

 しコテにて漫i二拍着する橡準偏守6.

 醐伎の挿入

 クサ。の入った毛の乏順次に貝台にのせ固口暑ヒよリ五分位ユて・嗣ミクサbを除し

 次にこ,ンセ1)トに{クド套願を閉殻筋の方之押し及し員韮亡贋f並の水分麦脱力旨銅で減し1去

 uそエ1二棲。ノ＼帆コテi二で留着した.

 :り按,)し月日
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一生杢1斐握三斗壬三仁十1
 画、昼姐能累翁黒炭

区事

五.弓冬

 I衣匂=庄■ユ若昼専σ)天菜複憲巨なく各地で'/7へ99」菌りという農会彗累をえたるt末年灰は

 ノ3.!2脅冒昆によi1積共允矢歯いqこれの災鴬から墜1†るたわ仁前以って抱1二取1'均

 一仏量目裁=三した毛のか¶モ』て予想9トの不成…責で・あっ正:.カニ月坦で一に投)、閉糺した毛のI=ついτ[工

 /え目に才J坂…一ζ1販売LたがI.二八らの結票かト総評すると次の鼠りで島った.

 リ半円亜慕珠層内に砂泥専の來殺拘が影く含まれこLjることか'本年の最大の欠実、投入

 此と打って一応・全面童落リ奥身、頁が'耳元り逐くと拒宝こ.れる・一ケ月面は竃が海菌につがえ

 ると衷打約二おくとか.校へ牝危の呉主榔二取り」二■トるとり・、河川水で・1書机る烏煎寄砂泥
 の交雑物が混入L易すいので・こういう'事から駐けることが断専て'ある。

 棚真珠質の壱が馬い線τ・ちる、挺入れは八月中i二合マ終る=と.

 祓j母貝一価当リの移.入札靭、は1レ(して硬・交な立派な呈圭蛙ることが肝要.種より負に璽

 昊乏おけ

 1V2届組蜴の丙按討乏計れ

 Vj技の昌:ば出葉る丈1け高リ方かI宣叛いか'55物の半円て・結婚で・ある,

 m着動重下式一よリ巾眉宥いぼ地生式1椅えの転換を考えぬば。らない.
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 函主表藩に於ける

筏設盟場所

屋久島



 浦田港に於ける筏設遺湯戸町

 登理用役・



 鞭子町・鮒粛に於ける身達雄洲1

熊野渦

中種手断

南檀尋射

精
設
場
所

 南種手村一島同に於け6筏設置揚所

楯
訳
遣
場
所

島同


